
第10回目を迎えた青少年海外派遣事業が、去る１月４日

から10日間の日程で実施され、アメリカ合衆国に中学生団

員12名が派遣されました。

この事業は、ふるさと市町村圏基金を活用した事業の一

環として、気仙管内の中学２年生をアメリカ合衆国に派遣

し、異文化体験を通じて、国際性豊かな青少年の育成を図

ることを目的としています。

派遣団員らは、ロサンゼルス市内視察や、現地の学生と

の交流、サンディエゴでのホームステイなどを体験。アメ

リカの文化を肌で感じ、英語で積極的に交流を深め、多く

の感動と自信を胸に、全員元気に帰国しました。

写真：平成20年度海外派遣事業（ホストファミリーの皆さんと）
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気
仙
広
域
連
合
の
平
成
21
年

度
の
一
般
会
計
予
算
と
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
基
金
特
別
会
計
予

算
が
、
平
成
21
年
第
１
回
定
例

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の

当
初
予
算
の
総
額
は
、
２
億
４，

３
６
１
万
円
で
、
し
尿
処
理
施

設
の
定
期
修
繕
等
に
よ
り
、
前

年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し

て
、
２，

１
０
０
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳

入
】

歳
入
は
、
広
域
連
合
の
構
成

市
町
（
大
船
渡
市
・
陸
前
高
田

市
・
住
田
町
）
か
ら
の
分
担

金
・
負
担
金
が
２
億
２，

７
８

７
万
円
（
93
・
５
％
）
と
歳
入

の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
広
域

連
合
の
基
礎
的
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
衛
生
セ

ン
タ
ー
使
用
料
や
し
尿
処
分
手

数
料
等
の
使
用
料
・
手
数
料
が

９
７
１
万
円
（
４
・
０
％
）
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳

出
】

歳
出
は
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚

泥
の
処
理
、
し
尿
処
理
施
設
の

維
持
管
理
等
に
充
て
ら
れ
る
衛

生
費
が
、
１
億
７，

２
９
１
万

円
（
71
・
０
％
）
と
最
も
多
く
、

歳
出
の
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。次

い
で
、
介
護
認
定
審
査
判

定
業
務
等
に
か
か
る
介
護
保
険

費
が
３，

５
７
８
万
円
（
14
・

７
％
）
、
公
債
費
２，

３
９
３

万
円
（
９
・
８
％
）
、
総
務
費

１，
０
０
１
万
円
（
４
・
１
％
）、

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②

衛
生
セ
ン
タ
ー
外
観



③

青少年海外派遣事業

管内の中学生を対象に、ホームステイや語学研

修などを通じ国際性豊かな人材育成を図ります。

⇒ 今年度事業は中止となりました（P5参照）。

気仙郷土芸能伝承事業

気仙に古くから伝わる郷土芸能を広く紹介し、

郷土芸能の後継者育成と保存伝承の促進を図るた

め、「第11回気仙郷土芸能まつり」を開催します。

広域観光物産振興支援事業

三陸・けせん観光協議会が首都圏で開催する

「観光物産フェア」の事業費の一部を支援し、

物産の販路拡大と観光誘客の促進を図ります。

広域情報紙発行事業

圏域住民に広域連合の事業内容を伝えるため、

広域連合だよりを発行（年２回）し、管内全世帯

に配布します。



④

４
月
６
日
、
大
船
渡
市
盛
町
の
シ
ー

パ
ル
大
船
渡
で
、
気
仙
広
域
連
合
の
介

護
認
定
審
査
会
委
員
辞
令
交
付
式
が
開

催
さ
れ
、
委
員
80
人
（
う
ち
新
任
委
員

11
人
）に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の

２
年
間
で
す
。

続
い
て
気
仙
広
域
連
合
介
護
認
定
審

査
会
が
行
わ
れ
、
会
長
に
山
浦
玄
嗣
氏

（
気
仙
医
師
会
長
）
が
再
選
さ
れ
、
会
長

職
務
代
理
者
に
は
、
武
田
健
氏
（
気
仙

医
師
会
副
会
長
）
が
同
じ
く
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
20
年
度
の
審
査
会
は
95
回
開
催

さ
れ
、
気
仙
管
内
で
延
べ
３，

７
４
８

件
（
前
年
比
１
３
１
件
増
）
の
審
査
判

定
を
行
い
ま
し
た
。

１
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日

間
、
東
京
・
銀
座
の
い
わ
て
銀
河
プ
ラ

ザ
を
会
場
に
、
「
三
陸
け
せ
ん
観
光
物

産
フ
ェ
ア
」
（
三
陸
・
け
せ
ん
観
光
協

議
会
主
催
、
気
仙
広
域
連
合
共
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
気
仙
地
域
の
情
報

発
信
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
、
気
仙
地

域
へ
の
観
光
誘
客
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
管
内
特
産
品
の
展

示
即
売
を
は
じ
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
や
「
け
せ
ん
地
方
」
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
さ
ら

に
首
都
圏
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
や
観
光
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
を
訪
問
す
る
な
ど
、
気
仙

地
域
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ア
は
例
年
開
催
し
て
い
る
こ

と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
会
場
は

新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
を
買
い
求
め
る
来

場
者
で
朝
か
ら
行
列
が
で
き
る
賑
わ
い

ぶ
り
で
、
連
日
売
り
切
れ
続
出
。
ま
た
、

牡
蠣
む
き
、
わ
か
め
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
、
早
採
り
わ

か
め
を
熱
湯
に
と
お
す
と
鮮
や
か
な
緑

色
に
変
わ
る
様
子
に
感
激
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

【
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
】

フ
ェ
ア
開
催
期
間
中
、
来
場
者
に
対

し
、
気
仙
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
思
い
浮
か
べ
る
食
材
に

は
カ
キ
や
わ
か
め
な
ど
の
海
産
物
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
（
88
・
３
％
）
、
特

産
品
に
は
新
鮮
で
安
全
・
安
心
の
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
こ
と（
82
・
３
％
）

な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
け
せ
ん
地
方
」
と
聞
い

て
イ
メ
ー
ジ
す
る
市
町
村
と
い
う
問
い

に
は
、
気
仙
沼
市
（
61
・
３
％
）
と
い

う
回
答
が
大
半
を
占
め
、
続
い
て
大
船

渡
市
（
17
・
８
％
）
、
陸
前
高
田
市

（
13
・
７
％
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。

今
後
、
気
仙
地
域
の
知
名
度
を
よ
り

上
げ
る
工
夫
が
必
要
と
な
り
そ
う
で
す
。

辞令の交付を受ける山浦会長



⑤

今
年
４
月
、
メ
キ
シ
コ
に
端

を
発
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
影
響
が
、
世
界
的
に

拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
、

関
連
情
報
の
収
集
に
努
め
な
が

ら
、
今
年
度
の
青
少
年
海
外
派

遣
事
業
に
つ
い
て
、
種
々
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
感
染
が
世
界
的

な
広
が
り
を
み
せ
る
中
、
今
後
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
、
終
息

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
と

い
う
客
観
的
な
状
況
を
踏
ま

え
、
実
施
時
期
や
派
遣
先
の
変

更
等
の
対
策
を
講
じ
た
と
し
て

も
、
派
遣
さ
れ
る
生
徒
及
び
引

率
者
の
健
康
管
理
面
の
不
安
が

払
拭
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

判
断
し
、
今
年
度
の
派
遣
事
業

に
つ
い
て
は
、
止
む
な
く
中
止

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。



大
船
渡
地
方
振
興
局
で
は
、
気
仙
地
域
に
暮

ら
す
住
民
の
一
人
一
人
が
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と

り
を
実
感
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
「
地
域
の
自
立
を
支
え
る

産
業
の
振
興
」
「
安
全
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き

る
気
仙
地
域
の
形
成
」
と
い
う
２
つ
の
基
本
方

向
に
基
づ
き
、
次
の
施
策
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
水
産
業
分
野
】

・
漁
協
が
進
め
る
地
域
営
漁
計
画
の
実
行
支
援

◇
販
売
額
１，

０
０
０
万
円
以
上
漁
家
数

＝
187
漁
家

・
漁
業
者
や
水
産
加
工
業
者
と
流
通
業
者
や
外

食
業
者
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

◇
高
度
衛
生
管
理
対
応
型
産
地
市
場
整
備
促
進
　

（
大
船
渡
漁
港
整
備
）

【
農
業
分
野
】

・
地
域
農
業
の
核
と
な
る
安
定
的
な
経
営
体
の
　

育
成
・
確
保

◇
認
定
農
業
者
数
＝
220
人

・
き
ゅ
う
り
生
産
者
組
織
の
育
成

・
地
場
食
品
産
業
と
連
携
し
た
食
品
原
料
（
白

い
ん
げ
ん
）
の
栽
培
実
証
支
援

【
林
業
分
野
】

・
森
林
の
保
全
と
間
伐
促
進
の
た
め
の
取
組

◇
間
伐
計
画
面
積
＝
１，

３
０
０
ha

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
「
こ
だ
わ
　

り
食
材
」
の
販
路
拡
大
等
の
支
援

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
扱
金
額
＝
400
万
円

・
地
域
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営

・
誘
致
企
業
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問

◇
も
の
づ
く
り
関
連
分
野
企
業
訪
問
数
＝
20
社

・
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
地
域
の
観
光
関
係
者
　

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
地
域
協
働
に
よ
る
旅
行
商
品
の
造
成

・
気
仙
ジ
ュ
ニ
ア
を
呼
び
込
め
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◇
修
学
旅
行
誘
致
数
＝
５
校

・
国
道
や
主
要
地
方
道
、
一
般
県
道
の
整
備

◇
国
道
397
号
高
屋
敷
、
子
飼
沢
地
区
、
津
付
ダ
ム

⑥

◇
主
要
地
方
道
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田
線
小
友
地
区

◇
国
道
107
号
橋
梁
補
修
＝
３
橋

・
物
流
支
援
の
た
め
の
港
湾
の
利
活
用
促
進

◇
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
＝
100
社

・
緊
急
雇
用
対
策
本
部
会
議
の
開
催
、
対
策
の
　

実
施

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
の
運
営

◇
高
校
訪
問
回
数
＝
200
回

◇
事
業
所
訪
問
回
数
＝
270
回

◇
新
入
社
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
数
＝
40
人

・
野
生
鳥
獣
の
被
害
防
止

◇
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
数
＝
20
人

・
菜
の
花
栽
培
実
証
圃
の
継
続

◇
廃
油
回
収
量
＝
５
８，

０
０
０

箱根橋工事現場

ワカメの収穫体験

リ
ッ
ト
ル



⑦

・
介
護
予
防
に
向
け
た
健
康
づ
く
り
や
社
会
活
　

動
参
加
へ
の
促
進

◇
認
知
証
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
数
＝

600
人

・
気
仙
型
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
推
進
事
業

◇
圏
域
連
携
会
議
の
開
催
＝
９
回

・
予
防
重
視
の
生
活
習
慣
病
対
策

・
健
康
危
機
管
理
体
制
の
確
保

◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
机
上
訓
練
＝
１
回

・
県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
の
再
構
築

◇
市
町
村
合
併
・
市
町
へ
の
権
限
委
譲
の
推
進

・
官
民
協
働
の
取
組
の
推
進

住田町の菜の花畑



新鮮・格安な海の幸が盛りだくさん

毎年、多くの人でにぎわいをみせる「大船渡長崎海岸ウニ・ア

ワビまつり」が今年も開催されます。新鮮・格安な海の幸の即売

のほか、ウニ捕り体験やウニの殻むき体験など、楽しい企画もご

用意しています。皆さまのご来場をお待ちしています。

日　時＝７月12日(日) 午前９時～午後２時　※雨天決行

会　場＝赤崎町長崎漁港

問い合わせ先＝大船渡市漁業協同組合赤崎支所 (℡27‐3131）

７月１日は気仙川のアユ漁の解禁日です。気仙川は全国でも有名

な清流の１つとして知られています。一人ひとりが自然を愛する心

を持ち、マナーを守り、釣りを楽しみましょう。

▽組合員章や遊漁券などは定められた場所に表示しましょう。

▽空き缶、釣り糸など川原や川に捨てずに持ち帰りましょう。

▽地域のみなさんに迷惑をかけないように気を配りましょう。

▽ブラックバスなどの外来魚の放流は絶対にやめましょう。

住田町の木質バイオマスエネルギーの取り組みが、経済産業省と

ＮＥＤＯ技術開発機構が実施した「新エネ百選」に選定されました。

この選定は、地域資源である木質バイオマスに注目し、町の施設

や木工団地に木質ペレットボイラー、木屑焚きボイラーなどを導入

し、バイオマスによる産業振興と循環型林業に取組んでいることが

評価されたものです。

大

船

渡

市

陸
前
高
田
市

住
　田
　町

７月１日　鮎漁が解禁

新エネ百選に選定
⑧


